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月
梅
雨
に
入
り
ま
す
。
行
政
で
は

前
年
度
の
決
算
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

決
算
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
議

会
で
審
査
し
て
も
ら
う
事
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、住
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
為
、「
い

つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▼
今
年
度
（
令
和
7
年
度
）、

予
算
事
業
を
含
む
３
年
間
の
主
な
事
業
を
添
田
町
第
六
次
総

合
計
画
の
取
組
区
分
で
見
ま
す
。
▼
【
定
住
・
愛
着
】
で
は
、

国
重
要
文
化
財
中
島
家
住
宅
の
庭
園
整
備
事
業
、
朝
日
ヶ
丘

団
地
建
替
事
業
、
若
者
定
住
促
進
支
援
事
業
、
旧
政
所
坊
庭

園
な
ど
の
文
化
財
保
護
事
業
、
桝
田
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
。
▼
【
稼
ぐ
・
関
係
人
口
】
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
開

始
に
伴
う
地
域
振
興
関
連
事
業
、
農
業
の
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
の
農
業
振
興
検
討
事
業
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
周
辺
整
備

事
業
。
▼
【
支
え
合
い
・
助
け
合
い
】
で
は
、
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購
入
費
を

助
成
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
、
医
療
的
ケ
ア
児

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
助
成
、
移
動
販
売
事
業
。
▼
【
安
全
・
安

心
】
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
配
布
、
福
岡
県
植
樹
祭
の
開

催
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改

定
事
業
。
▼
【
子
育
て
・
教
育
】
で
は
、
添
田
町
立
小
中
学

校
整
備
事
業
、
保
育
料
完
全
無
償
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
建
設
事
業
、
添
田
町
青
少
年
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
、
学
校
給
食
の
無
償
化
。
▼
【
関
心
・
自
立
】
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
技
術
者
育
成
事
業
、
等
々
行
っ
て
い
ま
す
。
▼

こ
の
よ
う
な
事
業
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
事
業
と
な
る
と

特
に
財
源
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
今
年
度
予
算
を
見
て
も
、

87
億
円
の
予
算
規
模
の
内
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
町
税
収

入
は
6
億
円
で
す
。
残
り
は
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど
借
金

で
賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
借
金（
借
入
金
）の
中
で
も
、

今
良
く
聞
く
か
と
思
い
ま
す
が
、「
過
疎
債
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
過
疎
債
は
、
法
の
も
と
一
定
の
基
準
以
上
に
人
口
が
著
し
く

減
少
し
て
い
る
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
た
市
町
村
が
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
取
り
組
み

へ
の
支
援
措
置
の
一
つ「
過
疎
対
策
事
業
債
」で
あ
り「
過
疎
債
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
添
田
町
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
▼
過
疎
債
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。
目
的
は
、

過
疎
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
支
援
し
、
人
材
の
確
保・育
成
、

雇
用
機
会
の
拡
充
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
格
差
の
是
正

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
過
疎
債
」
は
有
利
な
条
件
が

設
定
さ
れ
た「
地
方
債
」で
す
。「
地
方
債
」は
家
計
で
い
う
ロ
ー

ン
に
あ
た
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
貸
付
で
あ
り
、
借
金
で
す
。

▼
「
過
疎
債
」
を
ロ
ー
ン
に
例
え
た
場
合
、
①
事
業
に
必
要

な
額
の
100
％
を
ロ
ー
ン
に
て
資
金
調
達
で
き
る
た
め
貯
金
を

取
り
崩
さ
な
く
て
済
む
、
②
毎
年
の
返
済
額
に
応
じ
70
％
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
る
、
と
イ
メ
ー
ジ
出
来
ま
す
。
例

え
ば
、
こ
の
春
竣
工
し
た
添
田
町
立
小
中
学
校
建
設
の
主
な

財
源
は
「
過
疎
債
」
で
す
。
小
中
学
校
の
建
設
の
経
費
を
約

60
億
円
と
す
る
と
、
約
10
億
円
は
返
還
の
必
要
の
無
い
国
か

ら
の
補
助
金
で
し
た
。
残
る
約
50
億
円
に
つ
い
て
は「
過
疎
債
」

を
活
用
し
、
返
済
す
る
70
％
分
が
国
か
ら
交
付
税
と
し
て
配

分
さ
れ
る
た
め
、
実
質
、
町
の
負
担
は
50
億
円
の
30
％
分
に

あ
た
る
約
15
億
円
と
な
り
ま
す
。
▼
こ
の
よ
う
に
「
過
疎
債
」

は
貴
重
な
財
源
で
す
が
、
近
年
は
国
・
県
の
予
算
配
分
や
諸

条
件
に
よ
り
、
希
望
通
り
の
額
を
借
り
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
添
田
町
同
様
に
、
各
市
町
村
に
お
い
て

も
老
朽
化
対
策
な
ど
施
設
整
備
に
関
す
る
要
望
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
「
過
疎
債
」
は
有
利

な
財
源
で
す
が
、
毎
年
返
還
の
必
要
な
借
入
金
で
30
％
は
町

の
負
担
が
あ
り
、
そ
の
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
頼
り
す
ぎ
る
と
毎
年
の
返
還
額
の
増
加
に
よ
り
、
将
来

の
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
持
続
可
能
性
を
損
な
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
▼
今
年
度
は
、
令
和
8
年
度
以
降
の
「
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」の
策
定
を
行
う
事
と
な
り
ま
す
。
▼「
過

疎
債
」
の
活
用
に
は
、対
象
と
な
る
事
業
の
目
的
を
明
確
に
し
、

計
画
に
基
づ
い
た
運
用
を
行
う
事
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
事

に
つ
い
て
も
将
来
の
こ
と
を
見
越
し
、
今
が
良
け
れ
ば
先
の

事
は
ど
う
に
で
も
と
言
う
意
識
で
な
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

　５月17日、添田中学校体育会が
サン・スポーツランドで開かれま
した。今年から赤・青の２ブロッ
ク制となった体育会。各種目、熱
い戦いが繰り広げられました。

、
ー
か
た
り

　５月17日、
サン・スポー
した。今年か
ク制となった
い戦いが繰り

フォトレポート：添田中体育会


